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　冬が駆け足で近づいている11月19日、松区自治会館にて、はじめての
いきいきサロン松が開催されました。
　当日は、約15名の方が参加し、カラオケやおしゃべりに花を咲かせま
した。
　このサロンは、松区の少子高齢化が進む中で、月１回でもみんなが集
まって、情報交換や気さくに話ができる場所づくりを目指して開設され
ました。
　今後は、他サロンの活動を参考にしたり、参加者の方の希望を取り入
れながら、会を盛り上げていきたいと思います。
　是非、一度のぞいてみてはいかがでしょうか？

●開催日　毎月第３水曜日　午後１時～４時
●場　所　松区自治会館

いきいきサロン松

ふれあい・いきいきサロン紹介
赤穂地区で７番目のサロン誕生　いきいきサロン松

　歳末たすけあい運動は、低所得世帯やハンディを持った
人、子ども達への給付事業が主流でしたが、寝たきりや認
知症の人を抱える世帯、ひとり暮らし老人や高齢者世帯な
どの増加とともに、福祉サービスや市民参加のふれあい福
祉活動へと配分方法も変化しています。
　あなたの募金が、こうした事業の大きな財源として活用
されます。
　ご協力をよろしくお願いいたします。
１　目 標 額　750万円
２　実施期間　12月１日～ 20日
３　募金配分先
　　  被保護・要援護世帯児童（生徒）へのお年玉、養護老人

ホーム・児童福祉施設・障がい者福祉施設（市内）入所
者たすけあい金、赤穂精華園・さくらこども学園教材費、
更生保護女性会施設訪問活動費、友愛訪問活動、三世
代交流もちつき大会、生活困窮者支援、ふれあい・い
きいきサロン、介護特別食サービス　など

　三世代交流もちつき大会と友愛訪問活動の対象者は、昨年より１歳ずつ
年齢が上がっています。今年度の対象者は下記のとおりです。
　①昭和17年12月31日までに誕生日のある７２歳以上のひとり暮らし老人
　②昭和12年12月31日までに誕生日のある７７歳以上の高齢者世帯

　三世代交流
年齢が上がっ
　①昭和17
　②昭和12

「あなたのぬく
もりが

笑顔にかわる」
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ぼ
く
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

三
年
前
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
夜
、

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
行

き
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ぶ
つ
だ

ん
に
ご
は
ん
を
そ
な
え
て
、
お
り

ん
を「
カ
ー
ン
」と
鳴
ら
し
て
か
ら
、

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に「
ご
は
ん
や

で
。」と
言
う
の
が
ぼ
く
の
お
手
伝

い
で
し
た
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

い
つ
も「
海
ち
ゃ
ん
。
あ
り
が
と
う

な
ぁ
。
や
さ
し
い
な
ぁ
。」と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
毎
日
の
事
で
、
何
も

感
じ
な
か
っ
た
け
ど
、
今
、
お
り

ん
を
た
た
い
た
時
に
、
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の「
あ
り
が
と
う
な
ぁ
。」の

声
が
聞
こ
え
な
い
の
が
と
て
も
さ
み

し
い
で
す
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

九
十
三
才
で
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
声
を
か
け

て
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
り
聞
い

た
り
す
れ
ば
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い 

ま
す
。

　

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
近
所
の
お
年

よ
り
の
人
を
見
か
け
た
ら
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
お
年
よ
り

の
人
は
会
話
す
る
こ
と
が
、
と
て
も

好
き
な
こ
と
だ
と
聞
い
た
し
、
ひ
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
話
し
て
い
る
と
き

も
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
楽

し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
に
は
、
は
る
か
お
姉
ち
ゃ

ん
と
い
う
親
せ
き
が
い
ま
す
。
お
姉

ち
ゃ
ん
は
、
た
く
さ
ん
歩
け
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
歩
く
時
に
は
車
イ

ス
を
使
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
毎
年
、
い
っ
し
ょ
に

旅
行
に
行
き
ま
す
。
ぼ
く
は
そ
の

時
、
車
イ
ス
を
お
す
の
を
手
伝
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
が
デ
コ
ボ
コ

だ
っ
た
り
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
り

す
る
と
、
車
イ
ス
を
お
す
の
は
と

て
も
大
変
で
す
。
自
分
が
歩
い
て

い
る
時
に
は
気
に
な
ら
な
い
も
の
が

す
ご
く「
じ
ゃ
ま
だ
な
ぁ
。」と
感
じ

ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
が

あ
る
け
れ
ど
、
道
が
デ
コ
ボ
コ
じ
ゃ

な
い
だ
け
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

道
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
な
く
て
も
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
だ
け
で
し
ょ
う

が
い
物
に
な
る
か
ら
で
す
。
車
の

ま
ど
か
ら
ゴ
ミ
を
ポ
イ
す
て
し
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
速
道
路
な
ど
の
パ
ー
キ
ン
グ
で
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
と
、
お
姉
ち
ゃ

ん
を
早
く
ト
イ
レ
に
連
れ
て
い
っ
て

あ
げ
た
い
の
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
車
イ

ス
を
お
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
、
ぼ
く
か
ら
見
た
ら
小

石
で
も
車
イ
ス
の
お
姉
ち
ゃ
ん
か

ら
見
た
ら
大
き
な
石
、
じ
ゃ
ま
な

石
に
な
る
も
の
も
道
に
は
よ
く
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
車
イ
ス

を
お
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
気
が
つ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
ん
な
小
さ
な
こ
と
に
気

が
つ
い
て
い
る
人
は
、
日
本
中
に
ど

れ
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

道
の
デ
コ
ボ
コ
を
な
く
す
こ
と

だ
け
を
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
を
み
つ
け

た
り
、
車
イ
ス
や
足
の
不
自
由
な

人
、
目
の
見
え
な
い
人
の
じ
ゃ
ま
に

な
る
よ
う
な
石
を
見
つ
け
た
ら
、
ひ

ろ
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
す
て
た
り
、
じ
ゃ

ま
に
な
ら
な
い
所
に
う
つ
し
た
り
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
の
力
は
、
す
ご
く
小
さ
く

て
、
も
し
か
し
た
ら
だ
れ
に
も
気
が

つ
い
て
も
ら
え
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
き
っ
と
ど
こ
か
で
、
だ

れ
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
、
信
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
良
い
こ
と
を
し
た
時
に

は
、
今
で
は
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
、

「
海
ち
ゃ
ん
。

あ
り
が
と
う
な
ぁ
。
や
さ
し
い

な
ぁ
。」

の
声
が
空
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

『
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
』

赤
穂
西
小
学
校
４
年　

横
峯　

海
斗

◆
福
祉
作
文
（
小
学
生
の
部
）
大
賞
◆

平
成
26
年
度

福
祉
作
文
入
賞
者
決
定
!!

　

身
近
な
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
方
よ
り
昨
年
を
上
回
る
計
５
０
３

点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
選
さ
れ
、
12
月
６
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
た「
障
が
い
者
週
間
と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」の
席
上

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
（
各
部
門
大
賞
・
特
選
・
入
選
の
方
の
み
）

【
小
学
生
の
部
】

大
賞 

横
峯　

海
斗 （
赤
穂
西
小
学
校
４
年
）

特
選 

奥
澤　

菜
弥 （
塩
屋
小
学
校
６
年
）

入
選 

永
吉　

花
瑚 （
赤
穂
小
学
校
５
年
）

 

下
脇　

美
都 （
塩
屋
小
学
校
６
年
）

佳
作 

小
深
田
夏
夢 （
赤
穂
小
学
校
５
年
）

 

平
山　

瑠
依 （
城
西
小
学
校
６
年
）

 

児
島　

幸
依 （
塩
屋
小
学
校
５
年
）

 

山
本　

紘
生 （
赤
穂
西
小
学
校
６
年
）

 

小
倉　

彩
萌 （
尾
崎
小
学
校
６
年
）

 

小
川　

留
依 （
御
崎
小
学
校
６
年
）

 

釜
増　
　

萌 （
坂
越
小
学
校
５
年
）

 

山
本
ひ
な
た （
高
雄
小
学
校
６
年
）

 

松
本　

友
樹 （
有
年
小
学
校
５
年
）

 

大
洲　

春
樹 （
原
小
学
校
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】 

 

大
賞 

濱
本　

麻
友 （
赤
穂
中
学
校
２
年
）

特
選 

松
井　

優
弥 （
坂
越
中
学
校
３
年
）

入
選 

丸
尾　

百
花 （
坂
越
中
学
校
２
年
）

 

照
峰　

春
菜 （
坂
越
中
学
校
３
年
）

佳
作 

正
木　

真
翔 （
赤
穂
中
学
校
１
年
）

 

細
田　
　

湧 （
赤
穂
西
中
学
校
３
年
）

 
北
原　

茉
侑 （
赤
穂
東
中
学
校
２
年
）

 
中
丁　

美
乃 （
坂
越
中
学
校
２
年
）

 

藤
田　

悠
暉 （
有
年
中
学
校
３
年
）

【
高
校
生
以
上
の
部
】

大
賞 

前
田
か
ず
子 （　
一　
　
　
　

般　

）

特
選 

近
平　

和
也 （
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

入
選 

水
野
さ
く
ら （
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

 

佐
野
絵
里
奈 （
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

佳
作 

井
口　

武
彦 （　
一　
　
　
　

般　

）

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

に
は
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
福
祉
作
文
集
に
ま

と
め
、
市
内
の
学
校
や
各
福
祉
施

設
に
お
届
け
す
る
ほ
か
、
社
協
で

も
配
布
し
、
広
く
福
祉
活
動
の
場

で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※  

福
祉
作
文
の
大
賞
作
品
は
、
今

月
号
の
社
協
だ
よ
り
か
ら
順
次

掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
福
祉
作
文 

（
敬
称
略
）

　
中
学
生
の
部
・
高
校
生
以

上
の
部
の
大
賞
作
品
に
つ
い

て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月１日～ 11月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
元 沖 町 円応教 朝霧教会 60,000 バザー収益を
尾 崎 匿 名 30,000 車椅子借用御礼
上 郡 町 三 上 　 芳 範 10,000 福祉のために
片 浜 町 大八木　和子 5,000 車椅子借用御礼
大 橋 町 水 漏 　 陽 子 1,000 車椅子借用御礼
赤 穂 市 い ず み 会 10,000 福祉のために

御 崎 万 寿 園 2,550 善意の募金箱
赤穂市社会福祉協議会職員一同 11,260 しあわせフェスティバル

売上金の一部を

赤穂東中三回生〆の同窓会 23,624 剰余金を
清 水 町 匿 名 10,000 福祉機器借用御礼
坂 越 粟 井 善 史 100,000 亡父（定夫）満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

心配ごと相談所のご案内（12月10日～１月14日まで）

兵庫県知事表彰受賞

災害ボランティア養成講座 ♪♪音楽ボランティア養成講座♪♪

【一般相談】
　12月10日（水）、12月24日（水）、１月７日（水）
　１月14日（水）
【弁護士相談】　（要予約）
　12月17日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】　（要予約）
　12月24日（水）、１月７日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※  費用は無料です。相談のご予約・お問い合わせは
社協まで。

共同募金運動奉仕功労団体 （敬称略）
　共同募金運動の奉仕団体として永年にわたり率先して
活動し、社会福祉の向上に顕著な貢献をされています。
　赤穂市立城西小学校、赤穂市立塩屋小学校
　赤穂市立御崎小学校、赤穂市立坂越小学校
　赤穂市立高雄小学校、赤穂市立赤穂中学校
民間社会福祉事業功労者 （敬称略）
　共同募金会支部長、兵庫県共同募金会副会長として長
年にわたり勤続し、共同募金運動の推進に顕著な貢献を
されています。
　睦谷　博
※  第63回兵庫県社会福祉大会（11月14日　三田市郷の音
ホール）の席上で表彰されました。

　また、平成26年度全国社会福祉大会（11月21日東京都
日比谷公会堂）の席上にて、兵庫県共同募金会赤穂市支部
が「優良地区」として、「中央共同募金会会長表彰」を受賞し
ました。

　災害が発生していない日常生
活から、災害時のボランティア
活動について関心を持ち、自分
に何ができるのか、一緒に考え
ましょう！

日　　時 内　　　容
①平成27年１月31日㈯
　午前10時～正午

「赤穂市の防災について学ぼう！」
講師：赤穂市危機管理担当

②２月14日㈯
　午前10時～正午

「災害ボランティアの心構え・あ
り方」
講師：NPO法人日本災害救援
 ボランティアネットワーク
 常務理事　寺本　弘伸 氏

 ※全２回シリーズ

●場　所　総合福祉会館
●対　象　災害支援活動に関心のある方
●定　員　20名
●受講料　無料
●申　込　  １月23日（金）までにボランティアセンター

（☎４２・１３９７）へお申し込みください。

　音楽は、人の心と身体を癒し、
健康にします。
　近年その音楽が療法として注目
され、施設などでも利用者と一緒
に歌ったり、楽器を鳴らしたりす
る活動が拡がっています。
　あなたもそんな活動を始めてみませんか？
●日　　時　①平成27年１月30日（金）
　　　　　　②２月６日（金）
　　　　　　午前10時～正午《全２回》
●場　　所　総合福祉会館
●対　　象　市民30名
●講　　師　音楽療法士　柿本 理津子 氏
●受 講 料　無料
●申込締切　１月23日（金）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。
●主催・申込先　社会福祉協議会（ボランティアセンター） 
 ☎４２・１３９７

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】 桝本　由香子　　中井　加和恵

一般会員　１口　500円・賛助会員　１口　2,000円
法人会員　１口　5,000円

賛助会費ありがとうございました〈敬称略〉
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